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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第70期
第１四半期
連結累計期間

第71期
第１四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 1,008,441 1,395,436 7,544,309

経常利益又は経常損失(△) (千円) △212,394 △143,126 252,278

親会社株主に帰属する
当期純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △154,802 △102,499 147,823

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △157,961 △105,051 172,298

純資産額 (千円) 1,740,467 1,929,473 2,070,612

総資産額 (千円) 6,156,832 6,409,859 6,802,626

１株当たり四半期純損失金額
(△)又は１株当たり当期純利益
金額

(円) △12.92 △8.56 12.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 28.3 30.1 30.4
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び連結子会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や個人消費の増加等により景気は緩やかに回復傾

向にあったものの、新興国の経済成長の鈍化等、先行き不透明な状況が続いております。

　このような経営環境の中で、当社グループ(当社及び連結子会社、以下同じ)は『お客様が求める環境作りのた

めに私たち(社員)はお客様の声を起点に農と住の明日を創造する会社を目指します』を事業骨子とし、引き続き

販売力の強化や新製品の開発に取り組んでまいりました。

　当社グループが主力としております熱機器事業の農用機器は、積極的な営業活動に注力した結果、前年同期を

上回る結果となりました。汎用機器は拡販活動に注力しましたが、厳しい市場環境において売上が伸び悩みまし

た。以上の結果、熱機器事業の売上高は12億３千４百万円(前年同期比46.6%増)となりました。

　また、衛生機器事業においては、便槽を中心とした拡販活動等に注力しましたが、簡易水洗便器市場の縮小等

により、売上高は１億４千３百万円(前年同期比6.1%減)となりました。

　その他事業においては、売上高は１千７百万円(前年同期比28.1%増)となりました。

　以上の結果により、売上高は13億９千５百万円(前年同期比38.4%増)となりました。

　損益面においては、売上高の増加に伴い営業損失は１億４千４百万円(前年同期２億６百万円の営業損失)、経

常損失は１億４千３百万円(前年同期２億１千２百万円の経常損失)となり、親会社株主に帰属する四半期純損失

は１億２百万円(前年同期１億５千４百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失)となりました。

 
(2) 研究開発活動

　当社グループの研究開発活動は当社が行っております。

　当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の総額は、１億４千６百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,028,480 12,028,480
東京証券取引所
(市場第２部)

単元株式数
1,000株

計 12,028,480 12,028,480 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

― 12,028,480 ― 601,424 ― 445,865
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、実質株主が把握できず、記載することができ

ませんので、直前の基準日である平成29年３月31日時点の株主名簿により記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 49,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,937,000
 

11,937 ―

単元未満株式 普通株式 42,480
 

― ―

発行済株式総数 12,028,480 ― ―

総株主の議決権 ― 11,937 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式915株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ネポン株式会社
東京都渋谷区渋谷
１－４－２

49,000 ― 49,000 0.40

計 ― 49,000 ― 49,000 0.40
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。

 

 

 

EDINET提出書類

ネポン株式会社(E02385)

四半期報告書

 6/15



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   
 流動資産   

  現金及び預金 380,704 662,330

  受取手形及び売掛金 *1  2,941,646 *1  2,058,533

  商品及び製品 565,894 705,750

  仕掛品 223,839 203,660

  原材料及び貯蔵品 634,436 706,276

  その他 *1  131,925 *1  161,745

  貸倒引当金 △5,096 △3,725

  流動資産合計 4,873,350 4,494,571

 固定資産   
  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 632,748 624,195

   その他（純額） 578,851 562,478

   有形固定資産合計 1,211,599 1,186,674

  無形固定資産 157,146 172,048

  投資その他の資産   

   その他 560,770 556,921

   貸倒引当金 △241 △356

   投資その他の資産合計 560,529 556,565

  固定資産合計 1,929,275 1,915,287

 資産合計 6,802,626 6,409,859

負債の部   
 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,306,738 1,080,613

  短期借入金 602,296 757,960

  1年内償還予定の社債 240,000 240,000

  未払法人税等 55,603 8,365

  賞与引当金 141,339 30,967

  その他 326,746 385,406

  流動負債合計 2,672,724 2,503,313

 固定負債   
  社債 410,000 400,000

  長期借入金 610,825 535,600

  役員退職慰労引当金 80,659 81,979

  退職給付に係る負債 843,142 850,499

  資産除去債務 14,080 14,080

  その他 100,582 94,914

  固定負債合計 2,059,289 1,977,072

 負債合計 4,732,013 4,480,386

純資産の部   
 株主資本   

  資本金 601,424 601,424

  資本剰余金 480,463 480,463

  利益剰余金 977,739 839,303

  自己株式 △8,135 △8,288

  株主資本合計 2,051,490 1,912,902

 その他の包括利益累計額   
  その他有価証券評価差額金 29,482 26,975

  為替換算調整勘定 △943 △842

  退職給付に係る調整累計額 △9,416 △9,562

  その他の包括利益累計額合計 19,121 16,570

 純資産合計 2,070,612 1,929,473

負債純資産合計 6,802,626 6,409,859
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 1,008,441 1,395,436

売上原価 649,733 896,275

売上総利益 358,708 499,160

販売費及び一般管理費 564,794 643,410

営業損失（△） △206,086 △144,250

営業外収益   

 受取利息 89 39

 受取配当金 1,596 1,576

 受取地代家賃 2,100 2,100

 受取保険金 ― 3,267

 その他 1,688 915

 営業外収益合計 5,474 7,898

営業外費用   

 支払利息 4,674 4,097

 為替差損 3,888 ―

 その他 3,220 2,677

 営業外費用合計 11,782 6,775

経常損失（△） △212,394 △143,126

特別利益   

 投資有価証券売却益 ― 4,559

 特別利益合計 ― 4,559

特別損失   

 固定資産除却損 0 25

 特別損失合計 0 25

税金等調整前四半期純損失（△） △212,394 △138,592

法人税、住民税及び事業税 4,298 4,991

法人税等調整額 △61,890 △41,083

法人税等合計 △57,592 △36,092

四半期純損失（△） △154,802 △102,499

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △154,802 △102,499
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純損失（△） △154,802 △102,499

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5,038 △2,507

 為替換算調整勘定 1,469 101

 退職給付に係る調整額 410 △145

 その他の包括利益合計 △3,158 △2,551

四半期包括利益 △157,961 △105,051

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △157,961 △105,051

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 債権の流動化

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

債権の流動化による
受取手形の譲渡残高

107,250千円
( 21,450千円)

89,842千円
( 17,968千円)

 

上記のうち、( )内書は代金留保額を示しており、流動資産の「その他」に含めて表示しております。なお、手

形買戻義務の上限額は代金留保額と同額であります。

 

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間(自平成28年４月１日 至平成28年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自平成29年

４月１日 至平成29年６月30日)

当社の第１四半期連結累計期間は、熱機器事業を支える農用機器の不需要期に当たり、通常、第１四半期連結累

計期間の売上高は、他の四半期連結会計期間の売上高と比べ低くなっております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 45,112千円 43,295千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年
６月29日
定時株主総会

普通株式 23,958千円 2円
平成28年
３月31日

平成28年
６月30日

利益剰余金

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年
６月29日
定時株主総会

普通株式 35,935千円 ３円
平成29年
３月31日

平成29年
６月30日

利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計

熱機器 衛生機器 計

売上高      

  外部顧客への売上高 841,621 153,175 994,796 13,645 1,008,441

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 841,621 153,175 994,796 13,645 1,008,441

セグメント利益又は損失(△) 18,631 5,584 24,216 △4,235 19,980
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農産物販売及び搬送機器サービス

等が含まれております。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 24,216

「その他」の区分の損失(△) △4,235

全社費用(注) △226,067

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △206,086
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計

熱機器 衛生機器 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,234,090 143,871 1,377,961 17,474 1,395,436

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

- - - - -

計 1,234,090 143,871 1,377,961 17,474 1,395,436

セグメント利益又は損失(△) 129,712 13,425 143,138 △5,760 137,377
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農産物販売及び搬送機器サービス

等が含まれております。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 143,138

「その他」の区分の損失(△) △5,760

全社費用(注) △281,627

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △144,250
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

前第１四半期連結累計期間に区分表示しておりました「農産物販売事業」は、量的な重要性が低下したため、前第

２四半期連結会計期間より、報告セグメントから除外し「その他」としております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき、作成したものを

開示しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

   １株当たり四半期純損失金額(△) △12円92銭 △8円56銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△)(千円)

△154,802 △102,499

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△)(千円)

△154,802 △102,499

   普通株式の期中平均株式数(千株) 11,979 11,978
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月８日

ネポン株式会社

取締役会 御中

清明監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   貞   國　       鎭   印

 

 

指定社員 

業務執行社員
 公認会計士   加　　賀         聡   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているネポン株式会社

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成29

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ネポン株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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